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１ 次の  (ア)  にあてはまる数を入れなさい。 

(１) １.４－ １  －０.５ ÷ １   ＝  (ア)  

 

 

 

 

 

(２) ３  ＋１ ×  ４  － � ア�  ＝８ 

 

 

 

 

 

(３)  ０.７５× １７＋０.２５× １７－  －   × ６３ ＝  (ア)   

 

 

 

 

 

(４) ２４０ｃｍ の４ 割５ 分は  (ア)  ｍの２０ ％です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�      � 
１

３
 

２

３
 

�      � 

�      � 



- 2 - 

 

(５) 長さ９０ｍ の電車が分速７５０ｍ の速さである駅を通過します。この電車はその駅 

のホームに立っている百合子さんの前を通り過ぎるのに  (ア)  秒かかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)  ５ ％の食塩水４００ｇ と２.５ ％の食塩水２００ｇ と水  (ア)  ｇを混ぜると、 

４ ％の食塩水ができあがります。 
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２ 図のような正方形ＡＢＣＤと、この正方形の辺上を動く点Ｐがあります。点Ｐは最

初Ａの位置にあり、サイコロを振って出た目の数と同じ辺の数だけ、Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→

Ａ→Ｂ→…… と動きます。 

 例えばサイコロを１ 回投げて５ の目が出たとすると、点ＰはＢの位置にきます。ま

た、サイコロを２ 回投げて１ の目と２ の目が出たとすると、点Ｐは最終的にＤの位置に

きます。 

 このとき、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) サイコロを１回投げて、Ｃの位置にくるような目の出方は何通りありますか。 

 

 

 

 

 

 

(２) サイコロを２回投げて、１ 回目にＣの位置にきて、２ 回目にＡの位置にくるよう 

な目の出方は何通りありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ             Ｄ 

Ｂ             Ｃ 
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(３) サイコロを２回投げて、最終的にＡの位置にくるような目の出方は何通りありま 

すか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

３ ある遊園地の入園ゲートは、開門の４０分前から１分間に１５人ずつ人が並び、

開門後も同じ割合で列の後ろに人が並びます。開門時刻である８時００分ちょうどに入

園ゲートが１つ開きました。下のグラフは、開門４０分前から開門２０分後までの入園

ゲートに並んでいる人の人数を表したものです。次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) ８時２０分時点で入園した人の人数は何人か求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

(２) 入園ゲート１つで１分間に何人の人を入園させることができるか求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数（人） 

時刻 
０ 

４００ 

７時２０分 ８時００分 ８時２０分 
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(３) 開門時刻の２０分後に入園ゲートにトラブルがあり、１０分間人が入園できなく 

なりました。その後入園ゲートのトラブルは解消したため、今度は５つの入園ゲ 

ートを開いて人を入園させました。開門２０分後から、入園ゲートに並んでいた 

人が全員入園するまでのグラフを完成させなさい。 

  ただし、すべての入園ゲートは１分間に同じ人数ずつ人を入園させるものとします。 
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４ 次の問いに答えなさい。 

 

(１) 図１において、印のついている あ の角度を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 図２において、印のついている角ａ、ｂ、ｃ、ｄの間には、ある法則が成り立ち 

ます。次の選択肢の中から正しいものをひとつ選び記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ａ×ｂ×ｃ＝ｄ   ② （ａ＋ｂ）×ｃ＝ｄ 

 

②  ａ＋ｂ＋ｃ＝ｄ    ④ ａーｂーｃ＝ｄ 

 

 

 

 

 

９２° 

１７° 

２８° 

あ 

図１ 

図２ 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ｄ 

選択肢 
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(３) 図３において、印のついている い の角度を求めなさい。ただし、同じ印のつい 

ている角は等しいものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 

５０° 

１２０° 

１００° 

い 
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５ 次の問いに答えなさい。ただし、円周率は３.１４として計算しなさい。 

 

(１) 図１のような直角三角形を直線 ℓ を軸に１回転してできる立体の体積を求めな 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

ℓ 

１０ｃｍ 

６ｃｍ 

８ｃｍ 

ss04a106
四角形

ss04a106
四角形

ss04a106
タイプライタ
ℓ

ss04a106
タイプライタ
ℓ
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(２) (１) と同じ三角形が図２のように２つあります。これを直線 ℓ を軸に１回転し 

てできる立体の体積を、式を書いて求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

ℓ 

ss04a106
四角形

ss04a106
四角形

ss04a106
タイプライタ
ℓ

ss04a106
タイプライタ
ℓ
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